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生活相談員だより
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外部業者を招き、福祉用具についての研修会を行いました。

最新の車椅子に試乗したり、自助具を試して使いやすさの確認を

しました。

車椅子は、立ち上がり体重を検知しなくなると自動でブレーキ

がかかるもの、立ち上がろうとした際に足を載せるフットプレー

トが下がってロックがかかるもの、円背をサポート出来る背もた

れとなっているもの、横移動も可能で移乗負担が軽減出来るもの

など、利用者だけではなく介護者の負担を軽くするための機能を

重視したものが増えてきたようです。

日差しが春のおとずれを告げる頃となりましたが、皆様いか

がお過ごしでしょうか。まだまだ朝晩は冷え込みます。どうぞ

くれぐれもご自愛下さい。

今回も生活相談員の取り組みと、皆様にとって有意義な情報

を発信出来ますよう「生活相談員だより」をお届けしたいと思

います。

グランヴィ小日向 生活相談員 清水絵美子
グランヴィ小日向の開設に伴い、生活相談員として

勤務させていただくことになりました。

おひとりおひとりとの出逢いに感謝し、グランヴィ

小日向で暮らしてよかったと感じていただけるようご

入居者様の“生きる”に寄り添う一員で在りたいと

思っております。

＜フレイルについて＞

フレイルとは、健康な状態と要介護状態の中間で『虚弱の状態』とも言

われます。高齢者の多くはフレイルの時期を経て、徐々に要介護状態にな

ると考えられています。

＜フレイルの予防に必要な3つの柱＞

①栄養を摂る ②運動をする ③社会参加

どれか1つだけでいいというものではなく、3つをうまく自分の生活サイ

クルに組み入れることが大切です。

＜簡単フレイルチェック＞

フレイルと相関するものに「サルコペニア」があります。サルコペニア

とは加齢に伴って生じる骨格筋量と骨格筋力の低下を意味します。サルコ

ペニアの低下はフレイルに深く関わります。

右の「指輪っかテスト」は

サルコペニアの危険度を簡単に

チェックできる方法です。

適度な運動を心掛け、フレイル・サルコペニアを予防しましょう。


